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項 目 要   約 

１．研究開発の概要 

 

高速増殖炉の経済性向上のためには、炉心の平均燃焼度を向上させるこ

とが重要である。本研究では、「もんじゅ」を例として、減速材を導入したブラン

ケット燃料要素の材質・構造・配置並びに炉心燃料集合体及びブランケット燃

料集合体の配置・交換手法の最適化により、炉心平均燃焼度を向上させる手

法を開発し、実用炉への適用の観点から検討する。 

２．総合評価 ・高精度・高効率な解析手法により各種パラメータの影響度合を定量的に明ら

かにするとともに、重水素減速材を最内側ブランケット燃料内に装荷すること

で、増殖性能低下を抑えながら炉心平均燃焼度を向上させる手法を提示し、

その有効性を定量的に示した。本手法は、将来炉のみならず既存炉に対して

も炉心改良を伴わずに経済性を確実に向上させるものであり、炉心設計に新

たな可能性を加える優れた成果が挙げられている。 

Ｓ）極めて優れた成果が挙げられている。 

Ａ）優れた成果が挙げられている。 

Ｂ）一部を除き、相応の成果が挙げられている。 

Ｃ）部分的な成果に留まっている。 

Ｄ）成果がほとんど挙げられていない。 
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